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最終的に宿泊施設とトレーニングル
ームに改装しました。

寄稿

湯の丸高原スポーツ交流施設の
これまでとこれから
　
澤野　博・ユニット代表、CSCS*D

高所・高地環境を活用したトレーニング施設がオープンするに際して、開設
までの経緯や今後について寄稿いただいた。

　湯の丸高原に、高地トレーニング
を中心としたスポーツ交流施設がオ
ープンします。最初にこの話が出た
のは約 2年半ほど前の冬でした。私
の知人が長野県東御（とうみ）市に
湯の丸高原を高地トレーニングの施
設を整備することで出向しており、
彼と話をしているときに今回の施設
整備の話が出てきました。
　湯の丸高原は標高1732mの地蔵
峠を中心に長野県東御市と群馬県嬬
恋村にまたがるエリアにあり、冬は
スキー場として、その他の季節は東
篭ノ登山 （2227.9m）や湯ノ丸山 

（2101m）、湯の丸レンゲツツジ群
落などの軽登山が楽しめる高原とし
て人気の高いエリアです。私自身、
一度スキー場に訪れたことがあるた
め知ってはいましたが、地域の皆様
にはなじみのある穴場的なスキー場
のようです。

既存施設の有効利用
　この湯の丸高原スポーツ交流施設
はいくつかの施設が融合しており、
宿泊施設とトレーニングルームがあ
る湯の丸高原荘、3レーンの400m

全天候型トラック、800mの林間ジ
ョギングコース、2,500mのトレイ
ルランニングコースが現在整備され
ています。この宿泊施設はもともと、
ある学校の保養所として活用されて
いたようですが東御市に譲渡され、
この利活用を探っていた東御市は、

　当初はプールを誘致する活動をし
ていたそうなのですが、まず先に陸
上トラックや宿泊施設、トレーニン
グルームを整備することになったと
いうことです。
　これらの整備には国の補助金を活

      

写真 1　トレーニングを体験している東御市長

写真 2　USOC のストレングスルーム
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2018年 2月に東御市長と市役所の
担当者 2人がコロラド州に視察に向
かうということで、そこに私も同行
しました。その視察で市長は機材も
重要であるが、それを使いこなすソ
フトも重要ということを強く認識し、
担当者に指示をしていました。私た
ちフィジカルコーチとしても行政の
トップがそのような認識を持ってく
れたことが非常にうれしく、視察に
同行した甲斐もありました。完成し

用しました。通常であれば設計から
完成まで年単位でかかるものですが、
今回は非常に特殊な例で、陸上トラ
ックとその周辺施設は約 5カ月、宿
泊施設とトレーニングルームの改修
も時期は異なりますが、こちらも 7

カ月ほどと非常に短期間で完成しま
した。

ハードではなくソフト
　宿泊施設の改修が進んでいる

たトレーニングルームにはその意図
が十分に反映されているのではない
かと思います。

施設の特色
　この施設の大きな特色はやはり標
高です。全天候型トラックは1,735m

と国内最高標高、改修した宿泊施設
は1,750mにあります。これは陸上
長距離の競技者がよく訪れるアメリ
カ・ボルダーの1,655mとほぼ同じ
標高になります。この標高ですと酸
素濃度は平地よりも約18ポイント
低いといわれています。循環器系に
負荷をかける高地トレーニングを行
うには十分な標高なのではないでし
ょうか。実は私が留学していたオー
ストリア・オーバータウエルンも、
標高1,700mという場所でした。そ
の場所で世界のトップレベルの競技
者は血中乳酸値を利用して体力トレ
ーニングを行っていました。
　その他の特色としてはトレーニン
グルームではないかと思います。プ
ラットフォーム付きのハーフラック
4台を始め、ワットバイク、Speed-

board、Keiserファンクショナルト
レーナーなど競技者が体力トレーニ
ングを行うには十分な設備が整って
います。これらは大都市圏ではよく
見る設備ですが、それ以外の地域で、
このような施設で、ここまで整備さ
れているところはあまり見たことが
ありません。しかも宿泊施設内にあ
るということで競技者の利便性は非
常に高いものになっています。つま
り各種競技の指導者はもちろん、私
たちフィジカルコーチにとっても腕
の見せどころになるのではないでし
ょうか。

今後の展開
　本格稼働が始まってあまり日数が
経っていないにもかかわらず、いち

写真 3　湯の丸高原の上空

写真 4　ウッドチップ施工のトレイルランニングコース
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寄稿

早く情報をつかんでいる団体からの
予約で、すでに今夏の宿泊予定はだ
いぶ埋まってきています。さらに
2019年 6月には特設の室内50mプ
ールが完成する予定で、さらに多く
の競技者が利用することが想定され
ます。もちろんこれは東京オリンピ
ック・パラリンピックを見据えての
ことです。
　また宿泊施設内にトレーニングル
ームがあり、近くに全天候型トラッ
クやさまざまなトレイルがあるとい
うことは、陸上競技や水泳だけでは
なく、その他の各種競技のフィジカ
ル合宿への活用や指導者対象の研修
会など、私たちフィジカルコーチが
積極的に利用することも可能な施設
となっています。
　もちろん日本国内だけではなく、
東京オリンピック・パラリンピック
のときには海外からの競技者の利用
も考えられます。しかしそれが可能
にするためには、致命的な問題点が
あります。それはこの地域のベッド
数が少ないということです。しかし
それは同時にトレーニングできる人
数を自然と制限できるという利点に
もなります。希望する人が誰でも利
用できるというよりも、利用すべき
人が施設を十分に活用する、という
ように自然となるのではないかと思
われます。

情報告知はこれから
　実はそのような状態で施設を完成
させたため、インターネットなどで
の情報告知の部分はこれからになっ
てきます。トレーニングルームなど
に関する質問などは私でも回答は可
能ですが、宿泊予約や施設全般のこ
とに関しては、湯の丸高原スポーツ
交流施設まで直接お問い合わせくだ
さい。
　今後私もトレーニングルームの運

営に多少なり携わることになると思
います。すぐに何か動きがあるとい
うことにはならないかもしれません
が、もしこの施設に興味がある方は
ご連絡いただければと思います。

■メモ
宿泊予約・施設全般の問い合わせ
yunomaru1750m@gmail.com
090-4127-1750

トレーニングルームに関する問い合わせ
info@team-unit.com

写真 6　Wattbike と自走式トレッドミル

写真 5　トレーニングルーム


